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第第第第１１１１章 生産者及章 生産者及章 生産者及章 生産者及びびびび米穀取扱業者米穀取扱業者米穀取扱業者米穀取扱業者のののの直接販売価格等直接販売価格等直接販売価格等直接販売価格等のののの動向動向動向動向

調査の内容

系及び全集連系を経由しない、直接販売等を対象とした。JA

産地品種銘柄ごとに下記の調査項目について月次調査を行った。

なお、調査対象の生産者及び米穀取扱業者において、販売価格の年産固定が多いこと、ま

た、収穫後短期間で米の取り扱いが終了してしまうケースも多く、月別の推移をみることは

困難であることから、事例調査として取りまとめることとした。

・ 玄米、精米の区分

・ 産地名（都道府県）

・ 品種銘柄名

・ 販売先業種

・ 販売数量

・ 販売価格（円／ ）60kg

・ その他特徴ある販売取引事例調査

生産者等 ：販売取引の概要（販売先の業種・業態別販売数量、契約条件、値決め

方法、価格設定期間、決済方法、配送方法等）

米穀取扱業者：集荷方法（集荷先との契約条件、値決め方法、決済方法など）及び

（ 、 、 、販売取引の概要 販売先の業種別年間販売数量 契約条件 値決め方法

価格設定期間、決済方法、配送方法等）

図１-1　生産者・米穀取扱業者の直接販売等における価格調査の概念図

生生生生
産産産産
者者者者
・・・・
農農農農
業業業業
生生生生
産産産産
法法法法
人人人人
等等等等

米米米米
穀穀穀穀
卸卸卸卸
売売売売
業業業業
者者者者

消消消消
費費費費
者者者者

実実実実
需需需需
者者者者

　ＪＡ系

　全集連系

　　　　集荷業者集荷業者集荷業者集荷業者・・・・米穀卸売業者米穀卸売業者米穀卸売業者米穀卸売業者

ＪＡＪＡＪＡＪＡ系系系系（（（（単協単協単協単協・・・・全農全農全農全農））））やややや全集連系全集連系全集連系全集連系をををを除除除除くくくく、、、、生産者生産者生産者生産者・・・・米穀取米穀取米穀取米穀取
扱業者扱業者扱業者扱業者のののの直接販売等直接販売等直接販売等直接販売等におけるにおけるにおけるにおける価格価格価格価格のののの調査調査調査調査をををを行行行行うううう

第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向
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１ 生産者の直接販売価格

調査方法及び回収状況

① 調査対象

調査対象者の選定は、タウンページ、インターネット情報並びに社団法人日本農業法

人協会の会員から主要産地の生産者 戸を抽出した。900

なお、本調査の対象者は 系及び全集連系を経由しない、直接販売等を行っているJA

生産者であるが、抽出段階では調査対象として該当するかどうかは不明となっている。

② 調査方法

郵送調査（一部、 及び ）により実施した。Fax e-mail

③ 回収状況

抽出した調査対象名簿には、 系及び全集連系以外の出荷販売を行っていない対象JA

外の生産者も含まれていたことから、回収率が低い結果となっている。

④ 調査対象期間

平成 年産米（平成 年 月～ 年 月）19 19 9 20 8

平成 年産米（平成 年 月～ 年 月）20 20 9 21 1

表1-1　回答数

回答数

　　　社

19年産調査 115

20年産調査

20年9月 188

20年10月 252

20年11月 257

20年12月 238

21年1月 147

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっｂ
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

■ 生産者の販売先との取引は、事前契約（数量・価格）が多い。

生産者が販売先と取引を行うときの契約内容は 「事前契約（数量・価格 」が ％、 ） 42.8

で最も多く、次いで 「スポット 「事前契約（数量 「その他」となっている。、 」、 ）」、

■ 生産者の販売先との契約時期は、収穫後が多い。

生産者が販売先と取引を行うときの契約時期は 「収穫後」が ％で最も多く、次い、 40.9

で「収穫前 「播種育苗前」となっている。」、

■ 生産者の販売先との価格交渉時の主な参考指標は、市中相場が多い。

39.0生産者が販売先と取引を行うときの価格交渉時の主な参考指標は 「市中相場」が、

％で最も多く、次いで「生産コスト 「 の米概算金 「コメ価格センター」となって」、 」、JA

いる。付加価値米では、慣行栽培米に比べて 「生産コスト」が多く 「市中相場」が少、 、

ない。特に有機米や特別栽培米等では生産コストを重視した販売価格設定もみられる。

■ 生産者の卸売向け・実需者向けの販売価格は、総じて低価格

慣行栽培米は、農水省調べの卸売価格と比較すると総じて低価格となっている。この要

因は、卸売向けの販売が主に産地集荷価格であること、また、実需者や消費者への販売価

格は中間マージンが不要であるためと考えられる。

付加価値米は、農水省調べ卸売価格と比べて、高いもの、低いもの半々くらいとなって

いる。特別栽培米、減農薬・減化学肥料は、慣行栽培米と比べて必ずしも高いとはいえな

い結果となっている。

■ 生産者の消費者向け販売価格は、総じて低価格

慣行栽培米は、農水省調べの小売価格と比較すると総じて低価格となっている。この要

因は、消費者への販売において中間マージンが不要であることから、売価を一般的な小売

価格より低く設定しているためと考えられる。

付加価値米は、農水省調べの小売価格と比較すると有機米を除き、総じて低くなってい

る。特別栽培米、減農薬・減化学肥料米は、慣行栽培米と比べて同水準のものもあり、消

費者からみて生産者直販による値頃感がうかがえる結果となっている。
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（１）生産者の直接販売における取引方法－アンケート結果－

① 販売先との取引における主な契約内容

生産者が販売先と取引を行う際にどのような契約により、販売を行うのかについてみるこ

とにする。なお、米の直接販売においては従来の現金取引の慣行もあり、契約を締結するこ

とは少ないが、一部、契約書の締結もみられる。ここでいう契約とは口頭によるものを含む

ものとする。

生産者が販売先と取引を行うときの契約内容は 「事前契約（数量・価格 」が ％で、 ） 42.8

26.6 18.8 11.8最も多く 次いで スポット が ％ 事前契約 数量 が ％ その他 が、 、「 」 、「 （ ）」 、「 」

％となっており、その内訳は「収穫量を全量買い上げる契約 「価格のみ契約」等となって」

いる。

図1-2　販売先との主な契約内容 単位：％

  ①付加価値米 ②慣行栽培米

39.8

27.5

19.3

13.5

事前契約　　
(数量と価格)

スポット　　

事前契約　　
（数量）

その他　　

51.7

24.1

17.2

6.9

表1-2　販売先別の主な契約内容

回答数
事前契約
　（数量）

事前契約
(数量と価格)

スポット その他

件 ％ ％ ％ ％

計 229 18.8 42.8 26.6 11.8

小計 171 19.3 39.8 27.5 13.5

集荷業者 24 29.2 29.2 41.7

米穀卸売業者 35 28.6 37.1 22.9 11.4

米専門小売店 34 14.7 35.3 32.4 17.6

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 6 16.7 50.0 33.3

生協 19 21.1 57.9 21.1

外食・給食・中食 23 17.4 39.1 30.4 13.0

炊飯事業者 11 72.7 27.3

直売所 7 42.9 28.6 28.6

その他 12 25.0 33.3 25.0 16.7

小計 58 17.2 51.7 24.1 6.9

集荷業者 9 22.2 66.7 11.1

米穀卸売業者 17 17.6 41.2 29.4 11.8

米専門小売店 10 20.0 40.0 30.0 10.0

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 85.7 14.3

生協 1 100.0

外食・給食・中食 2 50.0 50.0

炊飯事業者 2 50.0 50.0

直売所 4 25.0 50.0 25.0

その他 6 50.0 50.0

付
加
価
値
米

慣
行
栽
培
米
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

② 販売先との取引における契約時期

生産者が販売先と取引を行うときの契約時期は 「収穫後」が ％で最も多く、次いで、 40.9

「収穫前」が ％ 「播種育苗前」が ％ 「その他」が ％となっており、その内28.9 15.9 14.2、 、

訳は「その都度 「出来秋」等となっている。」

図1-3　販売先との主な契約時期 　　　　　単位：％

  ①付加価値米 ②慣行栽培米

40.2

29.9

17.8

12.1

収穫後

収穫前

播種育苗前

その他 20.7

10.3

25.9

43.1

表1-3　主な契約時期

回答数 播種育苗前 収穫前 収穫後 その他

件 ％ ％ ％ ％

計 232 15.9 28.9 40.9 14.2

小計 174 17.8 29.9 40.2 12.1

集荷業者 24 25.0 33.3 37.5 4.2

米穀卸売業者 33 24.2 30.3 36.4 9.1

米専門小売店 32 12.5 37.5 34.4 15.6

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 9 22.2 33.3 44.4

生協 18 16.7 27.8 38.9 16.7

外食・給食・中食 20 25.0 50.0 25.0

炊飯事業者 15 13.3 26.7 46.7 13.3

直売所 6 100.0

その他 17 5.9 58.8 23.5 11.8

小計 58 10.3 25.9 43.1 20.7

集荷業者 9 11.1 22.2 44.4 22.2

米穀卸売業者 17 11.8 23.5 58.8 5.9

米専門小売店 10 10.0 30.0 40.0 20.0

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 14.3 28.6 57.1

生協 1 100.0

外食・給食・中食 2 50.0 50.0

炊飯事業者 2 50.0

直売所 4 100.0

その他 6 16.7 33.3 33.3 16.7

付
加
価
値
米

慣
行
栽
培
米
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③ 販売先との主な契約期間

生産者が販売先と取引を行うときの契約期間は 「年産で固定」が ％で最も多く、一、 60.5

方「月別」は ％に留まっている。また「その他」が ％となっており、その内訳は18.5 21.0

「継続するかどうかは不確定 「完売まで 「随時」等となっている。」 」

付加価値米は「年産固定」が ％で、すべての販売先業種で多くなっている。69.7

慣行栽培米は「年産固定」が ％と少なく、特に集荷業者、米穀卸売業者、米専門小32.8

売店では「月別」の割合が高くなっている。

図1-4　販売先との主な契約期間 単位：％

　①付加価値米 ②慣行栽培米

69.7

16.0

14.3

年産で固定

月別

その他

32.8

25.9

41.4

表1-4　主な契約期間

回答数 年産で固定 月別 その他

件 ％ ％ ％

計 233 60.5 18.5 21.0

小計 175 69.7 16.0 14.3

集荷業者 24 66.7 20.8 12.5

米穀卸売業者 34 67.6 17.6 14.7

米専門小売店 33 60.6 18.2 21.2

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 8 75.0 25.0

生協 12 100.0

外食・給食・中食 24 58.3 25.0 16.7

炊飯事業者 14 64.3 35.7

直売所 7 71.4 28.6

その他 19 89.5 10.5

小計 58 32.8 25.9 41.4

集荷業者 9 11.1 55.6 33.3

米穀卸売業者 17 29.4 35.3 35.3

米専門小売店 10 20.0 30.0 50.0

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 71.4 28.6

生協 1 100.0

外食・給食・中食 2 50.0 50.0

炊飯事業者 2 50.0 50.0

直売所 4 25.0 75.0

その他 6 33.3 66.7

付
加
価
値
米

慣
行
栽
培
米
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

④ 価格交渉時の主な参考指標

生産者が販売先と取引を行うときの価格交渉時の主な参考指標は 「市中相場」が ％、 39.0

で最も多く、次いで「生産コスト」が ％ 「 の米概算金」が ％ 「コメ価格セン24.7 JA 22.1、 、

」 。 「 」 、 「 」ター が ％となっている また その他 が ％であり その内訳は 有機米の相場4.8 9.5

「ネット等の販売価格 「再生産可能な価格 「スーパーなどの小売価格」等となっている。」 」

付加価値米では、慣行栽培米に比べて 「生産コスト」が多く 「市中相場」が少ない。、 、

特に有機米や特別栽培米等では生産コストを重視した販売価格設定もみられる。

図1-5　価格交渉時の主な参考指標 単位：％

  ①付加価値米 ②慣行栽培米

12.1

1.2

20.2

31.8

34.7市中相場

生産コスト

ＪＡの米概算金

コメ価格センター

その他

51.7

3.4

27.6

15.5

1.7

表1-5　価格交渉時の主な参考指標

回答数 コメ価格 ＪＡの米 市中相場 生産コスト その他

センター 概算金

件 ％ ％ ％ ％

計 231 4.8 22.1 39.0 24.7 9.5

小計 173 1.2 20.2 34.7 31.8 12.1

集荷業者 18 44.4 55.6

米穀卸売業者 32 3.1 18.8 34.4 18.8 25.0

米専門小売店 35 2.9 28.6 31.4 22.9 14.3

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 11 18.2 27.3 54.5

生協 16 37.5 43.8 18.8

外食・給食・中食 23 8.7 47.8 26.1 17.4

炊飯事業者 17 23.5 29.4 47.1

直売所 8 12.5 12.5 75.0

その他 13 15.4 15.4 61.5 7.7

小計 58 15.5 27.6 51.7 3.4 1.7

集荷業者 9 33.3 22.2 44.4

米穀卸売業者 17 5.9 35.3 58.8

米専門小売店 10 40.0 50.0 10.0

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 14.3 14.3 71.4

生協 1 100.0

外食・給食・中食 2 50.0 50.0

炊飯事業者 2 50.0 50.0

直売所 4 25.0 75.0

その他 6 16.7 33.3 33.3 16.7

付
加
価
値
米

慣
行
栽
培
米
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⑤ 販売先との価格見直しの頻度

81.7 7.4価格見直しの頻度についてみると 年間固定 が ％で最も多く 一方 月別 は、「 」 、 、「 」

％に留まっている。また「その他」は ％となっており、その内訳は「大きな変動があ10.9

れば見直す」等となっている。

付加価値米では、慣行栽培米に比べて 「年産固定」が多く 「月別」が少ない。、 、

、 「 」 。業種別では 集荷業者や卸売業者に比べて実需者において 年産固定 が多くなっている

図1-6　販売先との価格見直しの頻度 単位：％

  ①付加価値米 ②慣行栽培米

86.6

3.5

9.9

年間固定

月別

その他 13.8

19.0

67.2

表1-6　価格見直しの頻度

回答数 年間固定 月別 その他

件 ％ ％ ％

計 230 81.7 7.4 10.9

小計 172 86.6 3.5 9.9

集荷業者 24 75.0 16.7 8.3

米穀卸売業者 34 76.5 5.9 17.6

米専門小売店 31 83.9 16.1

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 100.0

生協 16 100.0

外食・給食・中食 22 100.0

炊飯事業者 14 100.0

直売所 11 81.8 18.2

その他 13 84.6 15.4

小計 58 67.2 19.0 13.8

集荷業者 9 33.3 44.4 22.2

米穀卸売業者 17 52.9 35.3 11.8

米専門小売店 10 60.0 10.0 30.0

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 7 100.0

生協 1 100.0

外食・給食・中食 2 100.0

炊飯事業者 2 100.0

直売所 4 75.0 25.0

その他 6 100.0

付
加
価
値
米

慣
行
栽
培
米
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

（２）生産者の直接販売における多様な取引方法

① 直接販売における組織形態と業務内容

生産農家における米販売取り組み■

生産農家における米の販売は、 系への出荷販売を主体としながらも縁故米などが一定JA

数量あるものとみられる。近年は、流通規制の大幅な緩和を機に地域内あるいは大消費地の

米穀卸売業者、実需者、消費者に自ら直接販売に取り組む生産農家も増加しつつある。

生産農家が販売先を決定する際の選択肢のひとつに価格判断がある。 系とその他直接JA

販売の比較において有利な方を選択するという行動もみうけられる。

生産農家の直接販売は、集荷業者（ 系・集荷業者・米穀卸売業者 、実需者、消費者のJA ）

うち、川下に近いほど販売価格が有利となる。流通に参入するためには、実需者や消費者を

顧客として確保することが課題となっている。

なお、直接販売のうち、消費者へのダイレクト販売は実需者向けと比べて、売価が高くな

ることが多く有利と考えられるが、生産量全量を販売できる顧客を確保している生産農家は

限られている。有機米、特別栽培米、おいしさなど製品差別化により、明らかな差異化を実

現し、それらを認知・理解する顧客を確保することが条件となってくる。

生産農家における米販売の展開事例

縁故米の販売先を拡大している。a.

系及び直接販売先との価格を比較し、有利な方を選択している。b. JA

集荷業者（ 系・集荷業者・米穀卸売業者 、実需者、消費者のうち、川下に近いc. JA ）

ほど販売価格が有利となっている。

実需者や消費者へ直接販売においては、製品差別化を図り、顧客を確保し安定的なd.

取り引きを実現している。

米の製品差別化は、図 のとおり、多様な価値基準があり、複数の組み合わせにe. 1-7

より、価値を高め、顧客を確保している。

インターネットの直販サイトやポータルサイト（インターネット仮想商店街）で直f.

販に取り組んでいる。

本格的に流通に参入するために、農業法人を設立し、取り組んでいる。g.

農業法人における米販売取り組み■

生産者が直接販売を行う販売主体として、農事組合法人、有限会社、株式会社などの農業

法人を設立する場合もある。農業法人の業務は、販売業務に特化したものや生産プラス販売

業務の複合に分けられる。

一般的に販売の規模が大きくなるにつれて、このような農業法人を設立して流通に本格的

に参入するケースが多くみられる。地域内の生産者をグループ化し、栽培基準を統一し、生

産コストの低減、品質・衛生管理の向上、生産流通のロットの拡大を図り、大口の実需者な



- -12

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっｂ

どに対応している。

農業法人における米販売の展開事例

農業法人として借地により作付け面積を拡大し、供給ロットを拡大している。a.

近隣の生産者から米を買い付けて集荷・卸売の業務を拡大している。b.

さらに買い取り先の生産者を組織化し、施肥・農薬、栽培管理など栽培基準を統一c.

し、品質・衛生管理の向上を図っている。

育苗、田植え・収穫調整作業の共同化などにより生産性向上を図っている。d.

自社ブランドを立ち上げ、実需者や消費者にブランド価値の認知度向上を図っていe.

る。

インターネットの直販サイトやポータルサイトで直販に取り組んでいる。f.

販売先の実需者と連携強化し、共同により消費者に商品提案を行う。特に実需者のg.

に限らず、栽培管理における品質・衛生管理の徹底が求められている。PB

このような生産者からの買い付け及び販売先との取引においては、取引におけるリh.

スクの軽減を図るため契約取引が行われることもある。

② 米の付加価値の類型

本調査で回答いただいた生産者は、有機米、特別栽培米、減農薬・減化学肥料、その他の

価値を有する米の生産販売が比較的多くみられた。

生産者の直接販売される米には多様な付加価値がみられる。栽培方法、乾燥調整方法、品

、 。質・衛生管理 ブランド価値などによる製品差別化と産直・直販による流通の短縮化である

これら製品差別化の複数の要素の組み合わせにより、さらに直接実需者や消費者に販売する

ことにより、高い売価設定を実現し、より高い付加価値を確保しているものと考えられる。

近年、特別栽培米や減農薬・減化学肥料栽培米は慣行栽培米と比べて、価格差が小さくな

っており、これは、消費市場においてこれらの米が増加し、付加価値が相対的に低下してい

ることが要因とみられる。また、倒伏やいもち病に強い品種や栽培方法の工夫により、生産

コストが慣行栽培米と同水準となっていることも一因とみられる。
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③ 販売ルート（販売先業種）

生産者の販売先は、 系・全集連系、集荷業者・米穀卸売業者、外食・給食・中食などJA

業務用需要者、スーパーマーケット・生協・百貨店・自然食品店・直売所等の小売業者、消

費者などの多様となっている。

これらとの取引は、米の栽培方法、乾燥調整方法、品質・衛生管理、ブランド価値など製

品差別化度合いに規定されることからきわめて重要である。販売先業種の品質志向や価格志

向により、これら製品差別化のもとめる要素が異なってくるためである。

これら多様なチャネルは、生産者自ら開拓する必要がある。製品差別化度合いが強い場合

は顧客との連携も確保しやすく、実需者からの囲い込みにより連携が成立することもある。

しかし、製品差別化の度合いが弱い場合、顧客の確保及び有利な売価設定は厳しい現状にあ

る。

④ 数量や売価設定等の取引方法

生産者における米の直接販売における取引方法は、集荷業者・米穀卸売業者に対しては、

従来から、現物渡し・現金取引が多い。米の流通規制緩和に伴い、直接販売の多様なルート

が増加するにつれて、卸売業者や実需者との取引方法も他の農産物と同様に数量・価格、納

図1-7　米の付加価値の類型

有機米有機米有機米有機米

特別栽培米特別栽培米特別栽培米特別栽培米

減農薬減農薬減農薬減農薬

栽培方法 減化学肥料減化学肥料減化学肥料減化学肥料

有機質肥料有機質肥料有機質肥料有機質肥料

循環型循環型循環型循環型（（（（堆肥堆肥堆肥堆肥））））

乾燥調整方法 自然乾燥自然乾燥自然乾燥自然乾燥

トレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティ

品質・衛生管理 ＧＡＰＧＡＰＧＡＰＧＡＰ

そのそのそのその他品質他品質他品質他品質・・・・栽培管理栽培管理栽培管理栽培管理

産地産地産地産地ブランドブランドブランドブランド

ブランド価値 産地品種銘柄産地品種銘柄産地品種銘柄産地品種銘柄

生産者生産者生産者生産者

生産者限定生産者限定生産者限定生産者限定

消費者消費者消費者消費者へのへのへのへの直接販売直接販売直接販売直接販売

実需者実需者実需者実需者へへへへ直接販売直接販売直接販売直接販売

産直・直販 生協生協生協生協、、、、有機有機有機有機････自然食品店自然食品店自然食品店自然食品店、、、、高級高級高級高級ＳＭＳＭＳＭＳＭ等等等等

(流通の短縮化) ディナーレストランディナーレストランディナーレストランディナーレストラン（（（（客単価客単価客単価客単価のののの高高高高いいいい店店店店））））

ホテルホテルホテルホテル・・・・旅館旅館旅館旅館
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品条件、支払条件、品質衛生管理基準等の要件について交渉し、取引が行われている。

売価設定については、販売先や製品差別化の度合いにより、異なっている。集荷業者・米

穀卸売業者への販売価格は、 全農（ 概算金及び相対取引価格指標 、市中相場等が価JA JA ）

格交渉時の指標となっている。ただし、製品差別化の度合いが高い米はより高い売価設定で

取引されている。

実需者への直接販売価格は、実需者の業種業態により、価格志向及び品質志向が異なって

いる。小売業では、特に有機・自然食品店、生協、百貨店、高級スーパーの業態では、製品

差別化の度合いの高い米を求めており、売価設定も高くなっている。外食では、客単価の高

いディナーレストランタイプの寿司店、ホテル・旅館、割烹料理店なども同様に製品差別化

のニーズが高くなっている。
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（３）生産者等における特徴ある販売取引事例

Ａ生産者・有限会社

経営概況

有限会社経営形態：

規模：グループで約 俵8,000

品種：あきたこまち

業務内容：米の生産、販売。

１ 米の栽培方法などの特徴

単なる収量を上げるための栽培は、おいしさ・品質や安全性に問題があると考えている。お

いしさや安全性などにこだわった米を消費者に供給することをめざしている。

、 。 。現在 作付けは減農薬米と無農薬米が半々である いずれも化学肥料は一切使用していない

減農薬は除草剤 回のみ使用している。除草剤使用の有無で作業労働力が大きく異なる。雑草1

の除去はアルバイトを 人雇っており、 俵当たり ～ 円のコストアップとなっ450 1 3,500 4,000

ている。

苗はプール育苗を行っている。ビニールハウスによる育苗は、病害虫の被害が多いので現在

は行っていない。

２ 販売ルートと販売価格

3 JA販売ルートは生協の共同購入 消費者への通信販売 集荷業者への販売の つに分けられ、 、 、

へは集荷していない。

、 、 、 。売価は 市況変動にとらわれず 共同購入が 年以上 消費者直販が 年以上変動がない5 10

無農薬米は、減農薬米の ～ 割増しに設定している。2 3

・共同購入

10 kg 1,300 2,500共同購入は全国 地域の生協に販売している 販売価格は 精米 当たり 円～。 、

円に設定している。包装容量は 、 × 袋が中心である。年間を通じて定期的に販売し5kg 5kg 2

ている。

・消費者への通信販売

現在、約 人の消費者を顧客として販売している。包装容量は と で虫がつきに2,000 5kg 2kg

くい真空パック包装を行っている。最近、 の包装容量を加えた。売れ筋は × 袋であ2kg 5kg 2

る。販売価格は、精米 当たり ～ 円である。年間を通じて定期的に販売してい5kg 2,500 3,300

る。

ネットショップもあるが、本格的なチャネルという位置づけではなく、主に既存顧客への情

報提供を目的としている。
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・集荷業者

自社や生産者グループからの供給量総量を共同購入や消費者への直接販売で売り切るのは難

しい。これらのチャネルで可能な限り販売し、残りは集荷業者に販売している。販売価格は市

場実勢価格がベースになるので玄米 俵あたり、 ～ 円と低い。次年産が出回る1 10,000 13,000

頃は特に値下がりする。

米の販売ルートと販売価格

３ 受注から納品までの流れ

先行き カ月の需要を予測して、受注の ～ 週間前に精米を行うようにしている。共同購1 2 3

入は毎月 ～ 回の受注があり、受注に応じて籾すり、精米・包装を行っている。1 2

４ 販売の問題点と今後の課題

・ 経済危機などを背景に消費者の実質所得の低下から、消費者の買い控えや低価格志向が懸

念されている。また、米の 人当たりの消費量が減少していることも懸念材料である。1

・ 消費者への直接販売の売り上げが少しずつ落ちてきているため、おいしさや栽培方法にこ

だわりのある消費者の獲得が課題となっている。

・ 当初は、農薬を使った米作りで収量を上げ、所得拡大をひとつの目標としていたが、おい

しさや安全性を追求した米づくりをめざすことに価値を見出すようになった。

、 。 、・ 有機 認証制度には 賛同できない 安全性の高い米づくりに貢献した部分はあるがJAS

高付加価値生産のための画一的な栽培基準に疑問をもってしまう。有機 認証制度を頼JAS

らず自己の米づくりの確立をめざしている。

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

あきたこまち 

精米5kg 

2,500～3,300 円 

あきたこまち 

精米5kg 

1,300～2,500 円
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グルー
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共同

購入 

集荷

業者 

消費者

直販 

あきたこまち 

玄米1 俵60kg 

10,000～13,000 円 
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Ｂ生産者・有限会社

経営概況

経営形態：有限会社

規模；約 俵14,000

品種；あきたこまち

業務内容；米の販売

１ 米の栽培方法などの特徴

米は自作地の生産と近隣の生産農家からの買い付けが主体となっている。生産農家は減

農薬・減化学肥料による栽培がほとんどであり、品質格差が小さい。産地指定で安全性の

高い米を自社ブランドとして消費者や実需者に提供している。

生産者からの買い付け価格は、有力な集荷業者の価格を参考に決めている。

２ 販売ルートと価格

米の販売はチャネルにより、消費者への直販を主体とする販社と実需者を主体とする販

社の つに分けている。2

消費者の直販は、自社ブランド価値を訴求し、売価設定を固定し、高い売価を維持して

いる。一方、実需者向けは市場実勢価格に対応した売価設定が特徴である。

・専門小売店

専門小売店への販売価格は、運賃込みで玄米 俵あたり 円前後である。玄米に1 14,450

よる販売が主体なので、市場実勢価格を参考に価格交渉を行っている。

・外食チェーン

全国展開している外食チェーンに供給している。荷姿は 入りパック。 トン車単2kg 10

位で外食チェーンの物流センターに納品している。販売価格はあきたこまち無洗米 当1kg

たり 円となっている。300

主な用途はオムライス。減農薬・減化学肥料及び安定した品質・おいしさで好評を得て

おり、販売数量は前年対比 ％の増加となっている。20

・消費者への直販

ダイレクトメールによる通販、大手ショッピングモールサイトへの出店など積極的に参

入している。今後はさらに拡大を図る意向である。販売価格はあきたこまち精米 当た5kg

り 円となっている。5,040

直販は送料が嵩むので、宅配便業者の見積をとり、送料を低減している。
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米の販売ルートと販売価格

３ 契約取引の内容と方法

外食チェーンとの取引においては契約書を締結して行っている。価格、支払条件、納品

の荷姿などを決めている。価格は収穫前に確定し、数量は週 回の受注の都度による。2,3

外食チェーンからの週 回の受注により、精米・包装し 日後に ｔ車で配送して2,3 2 10

いる。

４ 販売の問題点と今後の課題

・ 生産農家からの買い付けは、他の集荷業者や大手米穀卸売業者と価格差がないので集

荷競争が激しい。集荷条件などの工夫により、集めやすくなっているが今後の課題であ

る。

・ あきたこまちは、産地ブランド力があり、減農薬・減化学肥料を訴求することで、消

費者への直販の拡大をめざし、経営基盤の安定を図ることが課題である。

・ ダイレクトメールは 万通ほど送っているので、投資に見合う回収が厳しい状況とな5

っている。大手ショッピングモール等の出店も含めて、消費者への販売を積極的に拡大

していく意向である。

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

あきたこまち 

玄米 1 俵 60kg 

14,000 円前後 

米 穀 専 門

小売店 

あきたこまち 
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13,905 円前後 

あきたこまち 

玄米 1 俵 60kg 

14,450 円前後 

消費者

直販 

 

あきたこまち 

無洗米 2kg 

600 円前後 

生産者 

 

販売会社Ｂ 

販売会社Ａ 

 

あきたこまち 

玄米 1 俵 60kg 

13,900 円前後 

消費者 

直販 

あきたこまち 

精米 10kg 5,040 円 

外食 

DM、オークショ

ン、ショッピン

グモール等 
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Ｃ生産者・有限会社

経営概要

米生産グループ

45 110ha 40ha生産農家数： 戸 経営面積：約 うち、自作地は

品種：ササニシキ米販売会社（有限会社）

業務内容：玄米・精米・その他の仕入及び販売

１ ササニシキのおいしさと安全性を追求し、ブランド価値を提案

ササニシキという産地ブランド力のあるおいしい米づくりをめざし、有機米、減農薬・

減化学肥料栽培に取り組んでいる。

米の有力産地に立地。ササニシキはいもち病に弱いことなどから、ひとめぼれへのシフ

トが進んでいるなかで、ササニシキにこだわるのは、地域の気候風土に合った品種である

こと、昔からの産地銘柄で希少価値がでてきたことにある。いもち病対策としては、苗の

裁植密度を粗植とし、通気性や日照を改善することで効果をあげている。

おいしい米作りのポイントは、まず、土づくりとして畜産農家と連携し、完熟堆肥を使

用していること、土壌改良材を使用していること、元肥と追肥に有機質肥料を使用してい

ることなどである。

米生産グループは、堆肥、土壌改良材、有機質肥料、農薬の使用基準や栽培管理基準に

従い、減農薬・減化学肥料栽培に取り組んでいる。なお、生産者と販売会社は契約取引を

行っており、このような栽培管理基準の順守が条件となっている。

２ 販売方針

自作地の米生産の規模拡大及び生産グループの栽培技術の高位平準化を図り、販売会社

を設立し、流通に参入している。生産農家と販売会社との契約取引は、栽培面積、栽培管

理基準をもとに契約を締結し、購買価格は収穫前の９月上旬に決めている。 年産米は20

市中相場より数千円高い設定を可能としている。

販売方針は、ササニシキのもつ産地銘柄としてブランド力に食の安全性や生産者限定と

して顔のみえる有機米、減農薬・減化学肥料栽培米を提案し、価値に見合った売価を設定

している。

３ 販売ルートと販売価格

販売ルートは、米穀卸売業、レストラン・寿司店、自然食品店、消費者への直接販売な

ど４つに分けられる。自らのブランド米の栽培方法や品質について認知・理解のある実需

者や消費者とのパートナーシップを重視している。
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・米穀卸売業

生産者、販売会社、米穀卸売業、首都圏チェーンストアの４者がサプライチェーンとし

て連携を強化し、取り組んでいる。産地及び生産者限定の （プライベートブランド）PB

で、プレミアム米として位置づけられている。それぞれ契約取引を行い、米の生産流通段

階における品質・衛生管理を徹底し、供給体制を整備している。

米穀卸売業者への販売価格は、ササニシキ玄米 あたり 円となっており、検査60kg 17,000

料、倉庫保管料、運賃などは生産者及び販売会社が負担している。

・レストラン、寿司店

ササニシキは、元々、寿司店やレストランで評価が高かったことに加え、生産履歴が明

確であること、産地ブランドとしての価値を理解し、納得しているユーザーが顧客となっ

ている。販売価格は、コシヒカリ精米 あたり 円となっている。5kg 2,500

・自然食品店

自作地 で生産した有機米を自然食品店に販売している。販売価格は精米 あたり70a 5kg

円となっている。3,500

・消費者

おいしさと安全性を認知、理解してくれる消費者がリピーターとなっている。ネット

通販については、精米 あたり 円、有機米（精米） あたり 円となって5kg 3,150 3kg 2,400

いる。

４ まとめ及び今後の課題

、 、 、・ ササニシキという産地銘柄の希少価値に 栽培方法の高位平準化 安心安全を付加し

生産コストを踏まえ、独自の売価設定を実現している。

・ また、生産ロットも一定の規模に達しており、米穀卸売業や実需者との連携強化、パ

ートナーシップも実現している。

・ 今後、市場価格が変動した場合、現在の売価水準を維持していくためにも、ブランド

価値の新たな構築が課題である。

米の生産販売ルートと販売価格 
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｄ生産者・有限会社

米生産組合

組合員数： 名（エコファーマーとして県の認定を受けている）15

経営面積：約 品種：コシヒカリ、ひとめぼれ100ha

米販売会社（有限会社）

業務内容：玄米の集荷、玄米・精米の販売

１ 米の栽培方法などの特徴

おいしい米及び減農薬・減化学肥料など食の安全性を重視した米作りをテーマとして

取り組んでいる。一時は、有機米や特別栽培米をめざしたものの、これらが必ずしもおい

しい米とはならないことが多い。堆肥や有機質土壌改良資材、有機入り化成肥料も使い方

により、いもち病や食味に悪影響をもたらすことがある。

米生産組合でのメンバーは、おいしい米と減化学肥料・減農薬の両立をめざし、土壌分

析を行い、施肥管理（土壌改良材、有機質入り化成肥料など 、農薬の使用基準を統一し）

ている。そして、圃場単位で食味を測定し、おいしい米作りに取り組んできた。

食味測定の結果が良好であり、生産組合メンバーの品質ばらつきも少なくなり、新潟産

コシヒカリと同等の水準を維持している。

２ 自社ブランド米と米販売法人の設立

生産組合によるおいしい米作りが軌道にのりはじめ、コメ流通の規制緩和を機に、自ら

のブランド米と販売会社を設立し、流通に参入している。米の仕入先は生産組合の組合員

と近隣農家からとなっている。

食味、減化学肥料・減農薬など安全性も一定水準に達し、品質的にすぐれた米であって

も産地及びブランドの認知度が低いことが大きな課題である。売価の設定は、おいしさと

安全性を訴求しつつも、市場で受け入れやすい、実勢価格を重視したものとなっている。

３ 販売ルートと販売価格

販売ルートは、 、県外米穀卸売業者、県内外の実需者（外食、宿泊施設、小売業 、JA ）

消費者への直接販売の大きく４つある。

・県外米穀卸売業者

米の販売は、出来る限り付加価値を高めるために直販をめざすが、低温貯蔵できること

から、捌ききれないものは、いつでも県外米穀卸売業者への販売が可能である。利益は小

さいが売れ残りリスク回避の保険として機能している。

、 、 、県外米穀卸売業者への販売価格は 慣行栽培の米として コシヒカリ玄米 あたり60kg

～ 円と一般的な相場で販売している。13,500 14,000
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・実需者（外食、宿泊施設、小売業）

地域の大手スーパーや首都圏のスーパーなど量販店との取引においては、帳合いとして

大手米穀卸を経由することから、自らの付加価値が低減してしまうというデメリットがあ

り、積極的に参入していない。むしろ、小口でも、米のおいしさや安全性を理解し、安定

的な取引を望む外食、宿泊施設などの業務用需要者が顧客となっている。販売価格は、コ

シヒカリ精米 あたり ～ 円となっている。荷姿は少量パック（炊飯 釜目10kg 2,700 3,000 1

安で数 ）～ まで多様となっている。kg 30kg

・消費者（通販・直売）

消費者への販売は、地域の消費者への直売や通販が主体である。販売価格は市場相場

と同水準で、コシヒカリ精米 あたり 円・ 円、ひとめぼれ精米 あたり5kg 2,100 2,500 5kg

円と求めやすい価格を設定している。おいしさと安全性を認知、理解してくれる消1,900

費者がリピーターとなっている。ネット通販については、ネットショップが乱立し、競争

が激化するなかで費用対効果から、本格的な参入は考えていない。

４ まとめ及び今後の課題

・ 産地としてのブランド価値が決して高くないという考え方から、おいしさと安全性

を追求し、値頃感のある価格で提供することを米作り・販売の基本方針としている。

・ 独自のブランド価値に基づく売価設定を行うことは、市場に受け入れられないという

経験則を有している。それぞれの市場実勢価格を基本として売価設定を行うことで、顧

客との信頼関係を築いていくことを重視している。

・ 米の販売先は、 、県外卸売業者、業務用実需者、消費者の４つに分けられるが、JA

付加価値の大きさは 、県外卸売業者＜業務用実需者＜消費者である。消費者、業務JA

用実需者の顧客を増やしていくことで、経営安定に寄与する。

・ 自社ブランドの認知・理解を深め、継続取引を望む顧客を着実に増やしていくことが

大きな課題である。

米の生産販売ルートと販売価格 
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｅ生産者・生産組合・株式会社

米生産組合

組合員数： 名70

100ha経営面積：約

品種：コシヒカリ、ミルキークィーン、ひとめぼれ、黒米､赤米、酒造好適米他

農産物販売会社

業務内容：玄米・その他農産物の集荷、玄米・精米・その他農産物の販売

１ 米の栽培方法などの特徴

おいしい米づくりと食の安全性をテーマとし、有機質資材を使用し、減農薬・減化学肥

料栽培に取り組んでいる。

圃場単位で土壌改良、施肥、農薬使用、水管理などの栽培記録及び玄米の品質判定機と

食味計による測定結果をデータベース化している。これらのデータをもとに、米生産組合

では栽培基準を統一し、おいしい米の栽培管理技術の向上を図っている。

収穫作業は、圃場単位で、そのグレードごとに分別し、行っている。籾の乾燥は、特に夏

季における品質劣化抑制の観点から、太陽熱乾燥施設及び遠赤外線乾燥機で時間をかけて

行い、貯蔵タンクで保管し、日々の受注に応じて精米し、出荷を行っている。

その結果、品質水準が向上し、ブランド米は全国的な農産物宅配業者のルートでも、消

費者の高い支持を得ている。

２ 自社ブランド米と農産物販売法人の設立

、 、 、生産組合により 栽培技術の高位平準化を図ると同時に 自らのブランド米を立ち上げ

販売会社を設立し、流通に参入している。

圃場単位の食味測定結果及び栽培管理のデータベース化、減化学肥料・減農薬、乾燥方

法など差別化が功を奏し、引き合いも増えて販売が順調に拡大してきた。

米の販売ルートと販売価格
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３ 販売ルートと販売価格

販売ルートは、外食・ホテル、有機宅配業者・自然食品店、生協・百貨店、消費者への

直接販売など多様なチャネルを構築している。自らのブランド米の栽培方法や品質につい

て認知・理解のある実需者や消費者とのパートナーシップを重視している。大手中堅の量

販店などに対しては、バイイングパワーによる価格や数量の一方的な指示、すなわち、下

請け的な取引に陥ることを警戒し、取引を行っていない。このため、販売先も特定の取引

先への集中を避け、多くの実需者や消費者を顧客としている。

・外食、ホテル等

米の品質・おいしさや安全性を理解し、納得している外食、宿泊施設などの業務用需要

者が顧客となっている。販売価格は、コシヒカリ精米 あたり ～ 円となっ5kg 1,800 1,900

。 （ ） 。ている 納品形態は少量パック 炊飯 釜目安で数 から まで多様となっている1 kg 30kg

・有機系宅配業者、自然食品店、生協、百貨店等

生産者の顔がみえること、おいしさや品質管理がしっかりしていること、圃場単位での

栽培記録管理記録があることなど差別化を図り、ブランド価値を訴求することで、首都圏

5kgの有機系宅配業者 自然食品店 生協 百貨店等と取引を行っている コシヒカリ精米、 、 、 。

あたりの卸売価格は特別栽培米が品質基準を考慮し ～ 円、一般米が ～2,400 2,800 1,800

円となっている。1,900

・消費者

おいしさと安全性を認知、理解してくれる消費者がリピーターとなっている。ネット

、 、 。通販については 情報提供や認知度向上の一環と位置づけ 本格的な参入は考えていない

、コシヒカリ精米 あたりの小売価格は特別栽培米が品質基準を考慮し ～ 円5kg 2,700 3,600

一般米が ～ 円となっている。2,300 2,500

４ まとめ及び今後の課題

・ 自社ブランド米の特徴として、おいしいさと安全性を追求するために圃場単位の栽培

管理のデータベース化、籾の太陽熱乾燥・貯蔵保管と日々の受注による精米納品を実現

している。これらは、実需者や消費者に情報開示し、視察も受け入れている。

・ 自社ブランド米の売価は、製品価値を顧客に訴求し、生産流通コストを踏まえ、自ら

設定したものである。基本的には市場実勢価格をベースとしていないという認識をもっ

ている。

・ 今後、市場価格が変動した場合、現在の売価水準を維持していくためにも、ブランド

価値のさらなる向上と顧客への訴求が課題となる。

・ 現在の多様で優良な顧客とのパートナーシップの強化、また、新たな優良な顧客を着

実に増やしていくことが課題といえる。
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｆ生産者・株式会社

米の生産

面積；約 ｈａ エコファーマー認定農家28

品種；コシヒカリ

米以外の作目；大豆、ネギ、フルーツトマト等

米販売会社（株式会社）

業務内容；玄米、精米の販売

１ 米の栽培方法などの特徴

田植えや収穫における作業労働の時期的な集中を避けるため、栽培方法は通常の育苗に

よる移植、淡水直播、 溝直播の つに分けている。現在、育苗移植、淡水直播、 溝直V 3 V

播の割合は、 割、 割、 割となっているが、今後は作業労働の省力化及び品質・おい6 3 1

しさが優れている 溝栽培の比率を上げることをめざしている。V

もみは貯蔵し、受注に応じて、玄米や精米・包装を行うことで、新米に近い品質で提供

していることが特徴である。

生産調整による他作目の転換を進め、現在では米以外の作物のほうが販売額が多い状況

になっている。大豆、ネギ、フルーツトマトを栽培しており、ビニールハウス、農業機械

をはじめとして同じ施設設備や農機具等が利用でき、効率的となっている。ただし、大豆

の連作障害による単収減、ネギの暴落などの問題を抱えている。

２ 販売ルートと販売価格

販売ルートは 農協が全体の 割を占め、その他集荷業者、旅館、食堂、消費者となJA 8

っている。 農協には、概算金としてコシヒカリ玄米 俵あたり約 円で販売してJA 1 13,000

いる。最終的には集荷業者の価格と変わらないこと、代金回収が確実で安心できる。

・集荷業者

10 1地元の集荷業者へ販売している。 年以上の取引があり、販売価格はコシヒカリ玄米

俵あたり 概算金プラス 円となっている。JA 1,500

・旅館、食堂

県内の旅館、首都圏の食堂の カ所と 年くらいの取引を行っている。販売価格は長2 10

年固定しており、コシヒカリ玄米 俵あたり 円前後となっている。1 21,000

・消費者への直販

一時は 人ほどいた顧客を他の生産農家に譲ってしまったが、新たに開拓して現在は100

名ほどである。精米 袋と 袋で対応しており、 回あたり × 袋の注文が30 5kg 30kg 1 5kg 2

多い。コシヒカリ精米 あたり 円、コシヒカリ玄米 あたり 円となって5kg 2,100 30kg 9,500

いる。

消費者のうち、玄米で提供している顧客は 割くらいとなっており、家庭精米機を使用2

している。
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米の販売ルートと販売価格

３ 受注から納品までの流れ

、 、 、新米の品質・おいしさを維持するために 籾で貯蔵し その月の出荷販売量を予測して

籾すり、精米・包装、発送・納品を行っている。

集荷業者への販売は、 年以上の取引関係があることから、収穫後に納品し、 日後10 3,4

に決済される。

旅館、食堂は、長年の取引があり、 週間から 日の頻度で受注がある。受注量はお1 10

およそ把握しているので、あらかじめ精米・包装を行い、精米 袋で納品している。30kg

決済は食堂が納品から 日後、旅館は月末に振り込みされる。10

４ まとめ及び今後の課題

・ 育苗移植、淡水直播、 溝直播のうち、作業労働の省力化及び品質・おいしさが優れV

ている 溝栽培を増やすことをめざしている。V

・ 農協への安定した出荷販売を基本として、残りは自社による自助努力で販売ルーJA

トを確立している。

・ エコファーマー認定農家、また、籾貯蔵による出荷時の籾すり、精米・包装作業によ

り、新米の品質・おいしさを提供することで顧客の支持を得ている。

・ 今後は自社の販売ルートを拡大するため、信頼関係及び安定取引の構築が可能な顧客

の確保が課題となっている。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

コシヒカリ 

玄米 1 俵 60kg 

概算金＋1,500 円

コシヒカリ 

玄米１俵 60kg 

13,000 円前後 

(概算金) 

生産者 

ＪＡ 

旅 館 ・

食堂 

集荷 

業者 

コシヒカリ 

玄米 1 俵 60kg 

21,000 円前後 

消費者 

直販 

 

コシヒカリ 

精米 5kg 2,100 円 

玄米 30kg 9,500 円 
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｇ生産者

8ha面積；約

品種；コシヒカリ 、コシヒカリ、ミルキークィーンBL

業務内容；米の生産販売及び稲作作業受託業務

１ 米の栽培方法などの特徴

コシヒカリ を栽培している。近隣農家においても、コシヒカリ へ切り替えたこBL BL

とにより、いもち病の被害はほとんど発生していない。従来のコシヒカリも減農薬で済ん

でいる。コシヒカリ は、近隣の生産者でも、特別栽培米の基準をクリアできるくらいBL

になっている。現在、特別栽培米の基準をクリアした米づくりを行っているが、認証は受

けていない。

育苗は、ビニールハウス育苗から、プール育苗に移行し、ビニールハウスの設置等の作

業の省力化を図っている。

２ 販売ルートと販売価格

口コミで拡大してきた顧客と安定的な取引を継続し、信頼関係を築くためにも、品質の

良いおいしい米を提供することを心がけている。

販売ルートは卸売業者、専門小売店、寿司店、消費者等となっている。卸売業者と専門

10 10 JA小売店は 年以上の安定した取引関係があり 価格は 年間同一単価となっている、 。

への出荷販売はしていない。

・卸売業者（精米会社）

すべて玄米で販売している。価格はコシヒカリ 玄米 俵あたり 円前後となBL 1 26,000

っている。この卸売業者の販売先業種は、外食、スーパーマーケット、百貨店等となって

いる。ある百貨店では、生産者の顔がみえる米として店頭に並んでいたこともある。

・専門小売店

2 BL 1 26,000地元と大阪の カ所に販売している。販売価格はコシヒカリ 玄米 俵あたり

円前後であり、店頭小売価格は概ね精米 あたり 円前後となっている。5kg 3,500

・寿司店

首都圏 カ所の寿司店に販売している。品質・おいしさには最も敏感な顧客である。販3

売価格はコシヒカリ精米 俵あたり 円前後となっている。1 26,000

・消費者直販

消費者への直接販売が全体の半数以上を占め、主力となっている。定期的に購買する顧

客数は口コミにより 年以上かけて約 人にまで拡大してきた。贈答用としての利10 1,600

用も多い。関東の人にはコシヒカリの食感の柔らかさが受けているようである。

販売価格はコシヒカリ 精米 当たり ～ 円。コシヒカリ 玄米 当BL 5kg 3,000 4,000 BL 5kg

たり ～ 円である。2,800 3,800
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包装が主流であるが、消費者の要望に応えるために 、 、 、 、 単位で幅10kg 2 3 5 10 20kg

広く対応している。以前は が多かったが、顧客の高齢化や核家族化などから小容量20kg

にシフトしている。

自社の による販売も 年くらい販売しているが、成果はでていない。リピート率HP 10

は 割くらいとなっているが、ネットショップが乱立しているため販売が難しい。リピー5

ターの消費者の味覚が肥えてきており、厳しい意見も多く、励みになっている。

米の販売ルートと販売価格

３ まとめ及び今後の課題

・ 自ら生産した米のすべてを自らの手でしかも、消費者を主体に多くの固定客を獲得し

てきたことから、おいしさやサービスの質が高いことがうかがえる。

・ 卸売業者、専門小売店、消費者などにおいて、 年以上の長期取引の顧客と信頼関10

係を築いている。品質管理、おいしさにこだわっていくことが安定取引の課題である。

・ ネットショップによる拡販は競争が激く、難しいため、情報提供と位置づけている。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

コシヒカリ 

精米 1 俵 60kg 

26,000 円前後 

コシヒカリ 

玄米１俵 60kg 

26,000 円前後 

生産者 

精 米

会社 

米穀専

門小売

店 

消費者 

 

コシヒカリ 

精米 5kg 

3,500 円前後 
す し

店 

コシヒカリ 

玄米 1 俵 60kg 

26,000 円前後 

消費者 

直販 

 

コシヒカリ、ミルキークイーン 

精米 5kg 3,000～4,000 円 

玄米 5kg 2,800～3,800 円 
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｈ米生産者

経営概要

経営面積：約 うち、借地 品種：コシヒカリ 兼業農家である9ha 4ha BL

１ 米の栽培方法などの特徴

コシヒカリの有力な産地に立地している。兼業農家であり、休日を利用して水田 を9ha

経営している。このため、育苗や収穫・乾燥、調整作業は外部委託を行っている。 の4ha

借地の地代は あたり 円と低いのは、未墾地を自ら水田に整備し、長期に渡り賃10a 5,000

借しているものである。

おいしい米づくりのポイントは、灌漑用水が通常のものではなく、沢の水を使用してい

ること、また、土壌改良材として貝化石を使用し、リン酸不足を補うために化成肥料以外

にヨウリンを使用している。これらがおいしさ向上に寄与しているものと考えている。

減農薬・減化学肥料など食の安全性を重視した米作りをテーマとして取り組んでいるが、

特別栽培米やエコファーマーの認証は受けていない。

稲作専業として、大規模経営や流通への参入などという選択肢もあったが、規模拡大や

米価見通しなどから、現在の兼業農家に至っている。作業の外部化により、自己労働時間

はきわめて少ない稲作経営が成り立っていることが特徴といえる。

２ 販売ルートと販売価格

販売ルートは、 が 割、首都圏にある生協へが 割となっている。JA 7 3

首都圏の特定会社の組合員からなる生協に販売している。人的なつながりから、販売を

、 。 、 、開始し 現在に至っている 地元消費者への縁故米の販売もあるが 兼業農家であるため

本格的な販売には参入していない。

生協への販売において精米及び包装作業は外部委託を行っている。

販売価格は、コシヒカリ精米 俵あたり 円となっている。1 30,000

米の販売ルートと販売価格

  

 

 

 

 

 

 

        

 

コシヒカリ 

精米 1 俵当たり 30,000 円

包装は外部委託 

コシヒカリ 

玄米１俵 60kg 

14,000 円（概算金） 

 

生 産

農家 

生協 

 

ＪＡ 
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３ まとめ及び今後の課題

・ 兼業農家でも作業の外部委託により 規模の稲作経営を可能としている。9ha

・ 土づくりを基本とし、減農薬・減化学肥料栽培を行っているが、基本的に省力化生

産を重視している。

・ 米の販売先は、 が 割、生協への販売が 割である。現在、生協への直接販売JA 7 3

は単価が高いものの、精米・包装等が外部委託であり、付加価値を考慮すると、積極

的な拡販は考えていない。

・ 現在の米価は、 やその他系統外で違いがあるので、妥当性に不安という認識をJA

有している。

・ コシヒカリの主産地として、銘柄のブランド価値が高いこともあり、販売単価に恵

まれている。しかし、今後の米政策により、米価がどのように決められるのか、結果

次第で経営が左右されるという懸念を有している。
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第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向

Ｉ株式会社

経営形態：株式会社

19ha面積：

従業員： 名、うち、農作業担当は 名8 3

品種：コシヒカリ、ひとめぼれ

業務内容：米の生産、販売、稲作作業受託業務

１ 米の栽培方法等の特徴

生産から販売までの業務を自社で一貫的に行っている。県の特別栽培米の認定をうけて

いる。

高収量を目指した米づくりではなく、従来の 割くらいの収穫量を目標にするため、粗8

植栽培で、病害虫の発生が少なく、結果として農薬使用量が減らせる。肥料は堆肥を施用

し、化学肥料は極力使用しない。圃場間における米の品質格差は小さくなっている。

食味向上のために 週間くらいかけて常温除湿により、乾燥を行っている。1

また、 月末まで籾、それ以降は玄米で 度以下の低温で貯蔵し、顧客からのオーダ2 15

ーに応じて籾や玄米から精米している。

以上、品質・おいしさを重視し、顧客に支持されるおいしい米づくりを目指している。

２ 販売ルートと販売価格

販売先は外食・旅館、スーパーマーケット、消費者への直接販売の大きく つに分けら3

4 6れる。品種は販売先によって若干の違いはあるが、概ね、コシヒカリ 割、ひとめぼれ

割となっている。

・外食・旅館

販売先は県内、首都圏、観光地のレストラン、旅館、保育園、老人ホーム等であり、口

コミなどで広まったものである。販売価格はひとめぼれ精米 あたり 円、コシ60kg 23,000

ヒカリ精米 あたり 円である。60kg 30,300

・スーパーマーケット

首都圏 つのスーパーマーケットに自社ブランドで販売している。販売価格はひとめぼ2

れ精米 あたり 円、コシヒカリ精米 あたり 円である。60kg 23,000 60kg 30,300

・消費者への直接販売

顧客は首都圏を中心に ～ 名で定着している。100 150

販売価格はコシヒカリ精米 あたり 円～ 円、ひとめぼれ精米 あたり5kg 2,750 2,900 5kg

円～ 円である。2,400 2,550

リピーターには割安な価格設定も行っている。さらに自社で採れた野菜のプレゼントな

どの特典があるので好評を得ている。
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米の販売ルートと販売価格

３ 契約内容と方法

実需者との取引は、まず、播種前に数量を概算で決める。夏頃に予想収量を推計し、実

20需者と価格交渉を行う 価格は原価計算をもとに値頃だと思われる価格を設定している。 。

年産は豊作なので価格をわずかに下げたが、価格は毎年変動ないように努めている。

スーパーとは契約書を締結し、規格（品種 、ロット、納品期日、支払期限、事故など）

が生じた場合の責任の所在等を決めている。数量と価格については、取り引きの度に決め

ている。自社ブランド米で包装には住所や電話番号を載せていることから、消費者からの

クレームは当社で対応している。

４ 受注から納品までの流れ

スーパーとの受発注は （電子商取引）により行っており、発注頻度は月に ～２回EDI 1

1 2kg 15である。当日受注したものは翌日に発送し、翌々日には納品される。 ロットは ×

袋もしくは × 袋となっている。5kg 6

外食・旅館との受発注は、 により行っており、発注頻度は週に ～ 回である。FAX 1 2

荷姿は か となっている。5kg 10kg

５ 自社ブランドの確立

自ら生産したものを自ら販売するためにはブランドが重要であるという考え方から、ネ

ーミングやパッケージにもこだわりをもっている。ブランド名は自然に近い米作りをイメ

ージしたものである。パッケージは、スーパー向けでは袋の外側に高級感をだすために和

紙調で中はポリ製である。消費者の直接販売向け茶色の紙袋と分けている。

  

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

ひとめぼれ精米１俵 60kg 

23,000 円前後 

コシヒカリ精米１俵 60kg 

30,300 円前後 

ひとめぼれ精米１俵 60kg 

23,000 円前後 

コシヒカリ精米１俵 60kg 

30,300 円前後 

生産者 

外 食

関係 

ＳＭ 

消費者 

直販 

 

ひとめぼれ精米 5kg 

2,400～2,550 円 

コシヒカリ精米 5kg 

2,750～2,900 円 
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６ まとめ及び今後の課題

・ 生産の規模拡大を目指している。粗植栽培が大規模化に対応する栽培方法であり、

品質・おいしさも両立できるものと考えている。

・ 産地ブランド及び自社ブランドの認知度が低い。認知度を向上させるために地域の

企業などと手を組んで毎年 回ほど首都圏で 活動を行っている。3 PR

・ 現在の直接販売は固定客との取り引きで軌道にのっているものの、さらなる販路開

拓が課題となっている。

・ 特別栽培米の認証制度等に対する消費者への認知・理解が非常に低いことを懸念し

ている。県によって認証が異なるなどわかりにくさも一因であると考えている。現状

では付加価値が低いことが課題である。
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Ｊ米生産・有限会社

有限会社

生産農家数： 戸ほど30

経営面積：約 うち、年間 トンの有機米を生産35ha 150

品種：コシヒカリ、ササニシキ

業務内容：米の集荷・販売

１ 米の栽培方法等の特徴

米の産地ブランド力はあまり強くない地域に立地しており、有機米の生産販売を中心

に消費者とのいわゆる産消提携をすすめてきた。

、 「 」 。米づくり農法について いわゆる 生物多様性農業 として位置付けて実践している

秋に米糠を施用することにより、微生物を繁殖させ、土壌を腐熟させる。また、オタマ

ジャクシ、カエル、蜘蛛を大量発生させると圃場内の害虫を食するので、農薬は不要あ

るいは減らすことができるという考え方である。

代かきは春先に 回行う。その後、 カ月して雑草が繁茂するため、 回目の代かき1 1 2

を行い、雑草を全部、人手で取り除いている。

米は有機 認証及び特別栽培米が主体で、特別栽培米は農薬・化学肥料を一切使JAS

用しないものと除草剤を 回のみ使用の 種類となっている。1 2

また、連作障害を回避するため、米・麦・大豆による 年 作あるいは 年 作の循2 3 2 4

環型農業を実践している。

２ 販売方針

年間 トンの有機米を集荷・販売している。全体のうち 分の を首都圏の生協と150 3 1

取引している。生協では共同購入方式であり、組合員に対して予約販売を行っている。

、 、 、 、 。生協以外では米穀専門店 百貨店 外食 有機農産物等の宅配業者 通販会社等である

消費者の直接販売も重要な販売ルートである。有限会社として発足する前には、生産

者及び消費者約 名により、研究会活動を行っていた。会員農家に米の頒布希望数に300

応じた研究援助金を消費者会員が拠出し、会員農家が生産した米が頒布されるというし

くみである。その方式を現在も継承しており、県内及び首都圏に併せて 名に及んで100

いる。

３ 販売ルートと販売価格

販売ルートは、生協、百貨店・小売店、消費者への直接販売など３つに分けられる。

有機米及び特別栽培米の栽培方法や品質について認知・理解のある実需者や消費者との

パートナーシップを重視している。

なお、実需者との取引は書面による売買契約書を交わしている。
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・ 生協

有機米コシヒカリが玄米 あたり 円である。なお、 年産については玄60 kg 27,615 19

米 あたり 円であった。60 kg 28,140

・ 百貨店、小売店

有機米コシヒカリが玄米 あたり 円である。また、 年産と同額となっ60 kg 27,300 19

ている。

・ 消費者への直接販売

消費者は有機米の栽培方法への賛同する人たちが会員となっている。

販売価格は、有機米コシヒカリ玄米 あたり 円、転換期間中有機米コシヒカ5kg 2,900

リ玄米 あたり 円となっている。5kg 2,850

米の販売ルートと販売価格

４ まとめ及び今後の課題

・ 必ずしも米の有力産地とは言えないが、特徴的な栽培方法を実践した会員農家が

生産した有機米を販売している。

、 。・ 理解のある実需者及び消費者との信頼関係を構築し 販路は比較的安定している

・ 今後、会員農家の高齢化が予想され、現在の生産量維持が課題となっている。ま

た、景気低迷を背景に消費者との連携も課題となっている。

  

 

 

 

 

 

 

        

     

 

 

有機米 玄米 

5kg 2,900 円 

有機米（転換期間中）玄米 

5kg 2,850 円 

 

生 産

農家 

米 生

産 有

限 会

社 
消費者 

･通販 

など 

 

生協 

有 機 コ シ ヒ カ リ 玄 米

60kg 27,615 円 

 

有機コシヒカリ玄米

60kg 27,300 円 

 

百貨店・

小売店 
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Ｋ米生産営農組合

生産農家数： 戸（うち専業 戸、第１種兼業７戸）197 5

経営面積：約 （うち米が 、麦・大豆が ）56ha 32ha 24ha

品種：コシヒカリ、フサコガネ、ふさおとめ

業務内容：米の生産指導、稲作作業受託、米の集荷・販売

１ 米の栽培方法等の特徴

米の栽培方法は、一部化学肥料を施用、農薬は除草剤のみの特別栽培米である。

組合員が生産している米の品種はコシヒカリ、フサコガネ、ふさおとめの 品種で年3

間生産量はそれぞれ、コシヒカリ トン、フサコガネ トン、ふさおとめ トンと71 29 27

なっている。

組合の事業として、水稲・小麦・大豆のブロックローテーションによる水田転作を推

進している。主な取組みとしては、土壌管理、大型機械化体系と適期管理作業、栽培技

術の実証等である。

30kg組合では 組合員の米を集荷し 乾燥して籾すりまで行っている その後 玄米、 、 。 、

紙袋で出荷している。

２ 販売ルートと販売価格

全体の出荷量のうち、農協出荷が 割、消費者への直接販売が 割となっている。6 4

消費者への直接販売は、現在、首都圏を中心に 世帯の顧客がいる。生産は現状で300

これ以上増やせないため、特に販路拡大のための取組みは行っていない。販売数量は口

コミで増加している。

販売価格は、コメ価格センターの入札価格＋ 円としており、ここ数年はコシヒ1,000

カリ玄米 あたり 円、ふさおとめ玄米 あたり 円となっている。60kg 16,000 60kg 14,000

消費者からの受注は収穫前で、コシヒカリ及びふさおとめ は 月 日頃、フサコガ8 20

ネは 月上旬までに行っている。9
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米の販売ルートと販売価格

３ まとめ及び今後の課題

・ 特別栽培米を出荷・販売しており、消費者の口コミにより堅調な需要がある。

・ 現在、組合員の平均年齢は 歳で、高齢化による生産量の維持が課題となって65

いる。

・ 今後、収益性の向上を図るため、品質及び収量の向上と機械の効率的利用をさら

に進めていく必要がある。

  

 

 

 

 

 

 

        
     
 

 

 

コシヒカリ 玄米 60kg 

16,000 円 

ふさおとめ 玄米 60kg 

14,000 円 

 

生 産

農家 

米 販

売 会

社 
消費者 

へ直売 

ＪＡ 

コシヒカリ 玄米 60kg 

12,000 円（概算金） 

ふさおとめ 玄米 60kg 

11,100 円（概算金） 

ふさこがね 玄米 60kg

11,100 円（概算金） 
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（４）生産者の直接販売価格の事例

ここでいう直接販売とは、生産者が 系や全集連系を経由しないで米穀取扱業者、実需JA

者、消費者への販売を対象としたものである。

① 生産者の卸売向け、小売向け、外食等向けの販売価格の事例

生産者の卸売向け、小売向け、外食等向けの販売価格を表 に示した。1-7

慣行栽培米は、農水省調べの卸売価格と比較すると総じて低価格となっている。この要因

は、卸売向けの販売が主に産地集荷価格であること、また、実需者への販売価格は中間マー

ジンが不要であるためと考えられる。

付加価値米は、農水省調べ卸売価格と比べて、高いもの、低いもの半々くらいとなってい

る。特別栽培米、減農薬・減化学肥料は、慣行栽培米と比べて必ずしも高いとはいえない結

果となっている。

（単位：円／精米10㎏、消費税込み）

産地 品種銘柄 卸売価格
農水省調べ
卸売価格

販売先業種 備考

（20年１0月） （20年１0月）

① ② ①/②（％）

卸売向け

北海道 きらら３９７ 3,300 3,238 101.9 卸売 付加価値米

宮城 ひとめぼれ 2,167 3,612 60.0 卸売 －

秋田 あきたこまち 3,000 3,617 82.9 卸売 －

新潟 コシヒカリ一般 3,200 4,165 76.8 卸売 付加価値米

富山 コシヒカリ 3,916 3,728 105.0 卸売 付加価値米

小売向け

青森 つがるロマン 2,900 3,339 86.9 スーパー 付加価値米

青森 つがるロマン 2,880 3,339 86.3 生協 付加価値米

宮城 ひとめぼれ 2,520 3,612 69.8 専門小売店 －

秋田 あきたこまち 3,333 3,617 92.1 専門小売店 付加価値米

秋田 あきたこまち 2,590 3,617 71.6 専門小売店 －

新潟 コシヒカリ一般 4,229 4,165 101.5 専門小売店 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 3,569 4,165 85.7 生協 付加価値米

外食等向け

宮城 ひとめぼれ 3,070 3,612 85.0 炊飯事業者 －

秋田 あきたこまち 4,000 3,617 110.6 外食 付加価値米

秋田 あきたこまち 2,500 3,617 69.1 炊飯事業者 －

新潟 コシヒカリ一般 3,837 4,165 92.1 外食 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 3,857 4,165 92.6 外食 -

新潟 コシヒカリ一般 4,000 4,165 96.0 炊飯事業者 付加価値米

表1-7　生産者の卸売向け、小売向け、外食等向けの販売価格（精米）の事例
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② 生産者の消費者向け販売価格の事例

生産者の直接販売先のうち、消費者向けの販売を小売価格として表 に示した。1-8

慣行栽培米は、農水省調べの小売価格と比較すると総じて低価格となっている。この要因

は、消費者への販売において中間マージンが不要であることから、売価を一般的な小売価格

より低く設定しているためと考えられる。

、 、 。付加価値米は 農水省調べの小売価格と比較すると有機米を除き 総じて低くなっている

特別栽培米、減農薬・減化学肥料米は、慣行栽培米と比べて同水準のものもあり、消費者か

らみて生産者直販による値頃感がうかがえる結果となっている。

（単位：円／精米10㎏、消費税込み）

産地 品種銘柄 小売価格
農水省調べ
小売価格

販売先業種 備考

（20年１0月） （20年１0月）

① ② ①/②（％）

北海道 きらら３９７ 4,500 3,598 125.1 消費者直販 付加価値米

北海道 きらら３９７ 2,917 3,598 81.1 消費者直販 －

宮城 ひとめぼれ 4,482 4,235 105.8 消費者直販 付加価値米

宮城 ひとめぼれ 2,962 4,235 69.9 直売所 －

秋田 あきたこまち 3,830 4,220 90.7 消費者直販 付加価値米

秋田 あきたこまち 3,326 4,220 78.8 消費者直販 －

栃木 コシヒカリ 5,760 4,075 141.4 消費者直販 有機米

新潟 コシヒカリ一般 4,095 5,069 80.8 消費者直販 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 4,208 5,069 83.0 消費者直販 －

新潟 コシヒカリ一般 4,900 5,069 96.7 直売所 －

富山 コシヒカリ 4,431 4,540 97.6 消費者直販 －

富山 コシヒカリ 4,000 4,540 88.1 直売所 －

表1-8　生産者の消費者向け販売価格（精米）の事例

表1-9　米生産者の直接販売価格（最低価格、最高価格）
　　（単位：円／精米60kg、消費税込み）

慣行栽
培

付加価
値栽培

慣行栽
培

付加価
値栽培

慣行栽
培

付加価
値栽培

慣行栽
培

付加価
値栽培

慣行栽
培

付加価
値栽培

北海道きらら３９７       最低 18,000 19,800 16,000 19,800 18,000 16,000 18,000

　　　　　　　　　 　　　　　最高 18,000 27,000 18,000 27,000 18,000 24,000 18,000

宮城ひとめぼれ　　　 　最低 13,000 15,900 13,000 15,900 13,000 15,900 16,800 15,900 18,420 24,660

　　　　　　　　　 　　　　　最高 18,420 27,600 18,420 27,600 18,420 25,559 31,800 29,808 31,800 24,660

秋田あきたこまち　　　 最低 14,333 17,325 15,000 17,325 15,000 17,280 15,000 17,238 20,700 18,603

　　　　　　　　　 　　　　　最高 22,000 27,000 22,000 27,000 22,000 30,000 21,000 40,800 21,000 24,000

栃木コシヒカリ     　　　最低 34,500 34,500 34,500 34,500 21,000 34,500

　　　　　　　　　 　　　　　最高 34,500 36,000 34,500 34,500 21,000 34,500

新潟コシヒカリ    　 　　最低 21,780 19,200 21,000 19,200 21,000 20,000 21,000 20,000 27,000 20,000

　（一般）　　　　 　   　　最高 35,580 42,000 35,580 42,000 51,000 40,000 35,580 45,000 35,580 40,000

富山コシヒカリ　　　 　　最低 15,500 17,277 15,500 23,494 15,500 12,000 15,500 12,000 15,500 12,000

　　　　　　　　　 　　　　　最高 27,000 30,000 27,000 30,000 27,000 30,000 27,000 30,000 18,000 30,000

20年9月 21年1月12月11月10月
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玄米の販売価格事例（参考）

（単位：円／玄米60㎏、消費税込み）

産地 品種銘柄 卸売価格
（参考）コメ価
格センター

販売先 備考

（20年１0月） （21年１月23日）

① ② ①/②（％）

卸売向け

北海道 きらら３９７ 12,931 15,435 83.8 卸売業者 －

北海道 きらら３９７ 13,230 15,435 85.7 卸売業者 －

青森 つがるロマン 13,000 15,092 86.1 卸売業者 付加価値米

青森 つがるロマン 12,000 15,092 79.5 卸売業者 －

宮城 ひとめぼれ 14,714 15,774 93.3 卸売業者 －

秋田 あきたこまち 14,421 15,722 91.7 卸売業者 －

新潟 コシヒカリ一般 22,532 17,507 128.7 卸売業者 有機米

新潟 コシヒカリ一般 20,043 17,507 114.5 卸売業者 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 17,000 17,507 97.1 卸売業者 －

新潟 コシヒカリ一般 16,270 17,507 92.9 卸売業者 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 18,217 17,507 104.1 卸売業者 －

富山 コシヒカリ 15,000 16,455 91.2 卸売業者 －

富山 コシヒカリ 15,298 16,455 93.0 卸売業者 付加価値米

富山 コシヒカリ 14,200 16,455 86.3 卸売業者 －

小売向け

北海道 きらら３９７ 13,000 15,435 84.2 専門小売店 －

青森 つがるロマン 13,800 15,092 91.4 専門小売店 付加価値米

青森 つがるロマン 14,900 15,092 98.7 スーパー 付加価値米

宮城 ひとめぼれ 16,000 15,774 101.4 専門小売店 －

宮城 ひとめぼれ 16,000 15,774 101.4 スーパー －

秋田 あきたこまち 16,910 15,722 107.6 専門小売店 －

秋田 あきたこまち 15,821 15,722 100.6 スーパー 付加価値米

栃木 コシヒカリ 27,300 15,932 171.4 専門小売店 有機米

新潟 コシヒカリ一般 17,344 17,507 99.1 専門小売店 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 19,000 17,507 108.5 専門小売店 －

新潟 コシヒカリ一般 21,000 17,507 120.0 生協 付加価値米

富山 コシヒカリ 14,651 16,455 89.0 専門小売店 －

外食等向け

秋田 あきたこまち 24,000 15,722 152.7 外食 －

新潟 コシヒカリ一般 21,000 17,507 120.0 外食 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 22,000 17,507 125.7 炊飯事業者 付加価値米

表1-10　生産者の卸売向け、小売向け、外食等向けの販売価格（玄米）の事例
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（単位：円／玄米60㎏、消費税込み）

産地 品種銘柄 小売価格
（参考）コメ価
格センター

販売先 備考

（20年１0月） （21年１月23日）

① ② ①/②（％）

宮城 ひとめぼれ 27,300 15,774 173.1 消費者 有機米

宮城 ひとめぼれ 19,763 15,774 125.3 消費者 付加価値米

宮城 ひとめぼれ 16,602 15,774 105.3 消費者 －

宮城 ひとめぼれ 16,800 15,774 106.5 直売所 付加価値米

秋田 あきたこまち 17,098 15,722 108.8 消費者 付加価値米

秋田 あきたこまち 17,000 15,722 108.1 消費者 －

山形 はえぬき 15,169 15,617 97.1 消費者 －

栃木 コシヒカリ 30,000 15,932 188.3 消費者 有機米

新潟 コシヒカリ一般 34,000 17,507 194.2 消費者 有機米

新潟 コシヒカリ一般 25,153 17,507 143.7 消費者 付加価値米

新潟 コシヒカリ一般 18,112 17,507 103.5 消費者 －

新潟 コシヒカリ一般 20,600 17,507 117.7 直売所 付加価値米

富山 コシヒカリ 21,000 16,455 127.6 消費者 有機米

富山 コシヒカリ 22,514 16,455 136.8 消費者 付加価値米

富山 コシヒカリ 19,598 16,455 119.1 消費者 －

富山 コシヒカリ 18,800 16,455 114.3 直売所 付加価値米

表1-11　生産者の消費者向け販売価格（玄米）の事例

第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向
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（５）生産者のチャネル別の価格形成

卸売業者向け、実需者向け、消費者向けの つのチャネルに分け、慣行栽培米、特別栽培3

米及び減農薬・減化学肥料米、有機米の つの販売価格を示したものである。3

産地品種銘柄によっては、慣行栽培米、特別栽培米及び減農薬・減化学肥料米では、これ

らに他の製品差別化の要素を組み合わせることにより、さらに販売価格が高くなっている。

卸売業者向け、実需者向け、消費者向けと川下に近づくにつれて、販売価格が概ね、高く

なっていることがわかる。

生産者の直接販売における米の一段高い売価設定を可能にしているのは、栽培方法、乾燥

調製方法、品質・衛生管理、ブランド価値、産直・直販による安心感など付加価値が高いこ

とによるものと考えられる。

、 。 、このような特徴ある米の付加価値の要素は 図 － に示したとおりである 栽培方法1 10

乾燥調製方法、品質・衛生管理、ブランド価値、顔の見える関係等の価値基準は、市場の競

争状況や消費者行動により、常に変化するものである。現に特別栽培米や減農薬・減化学肥

料等は、もはや、慣行栽培と価格差が同水準となっており、これら要素の単独では、付加価

値向上は図れない現状にある。

現に、このような付加価値を高めた米が、販売先のニーズ等によってはなかなか売価に反

映されず、市中相場よりも安い価格で流通している状況もみられる。

これら複数の価値基準と産直・直販という流通の短縮化により、また、変化する価値基準

に対しては新たな価値を創造し、付加価値を高めることが課題となっている。

図1-8　　宮城ひとめぼれの直接販売価格

　　平成20年度平均　玄米60Kg

　　　円
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図1-9　　新潟コシヒカリ（一般）の直接販売価格

　　平成20年度平均　玄米60Kg
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図1-10　生産者における米の流通チャネルと販売価格水準の概念図
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２ 米穀取扱業者（集荷業者・卸売業者）の直接販売価格

調査概要

① 調査対象

調査対象者は、タウンページ、インターネット情報並びに業界紙等から、米を取り扱

っていることが想定される米卸、穀物商、精米業、肥料・農薬販売店から 社を抽2,014

出した （ 年産は 社）。 19 1,208

抽出した対象者において米の取り扱いがない者も多数含まれていた。また、本調査の

対象者は 系及び全集連系を経由しないで販売を行っている米穀取扱業者であるが、JA

抽出段階では調査対象として該当するかどうかは不明となっている。

② 調査方法

郵送調査（一部、 及び ）により実施。Fax e-mail

③ 回収状況

抽出した調査対象名簿には、米の取り扱いがない業者、 系及び全集連系の集荷販JA

、 。売を行う対象外の米取扱業者も含まれていたことから 回収率が低い結果となっている

④ 調査対象期間

平成 年産米（平成 年 月～ 年 月）19 19 9 20 8

平成 年産米（平成 年 月～ 年 月）20 20 9 21 1

表1-12　回答数

回答数

　　　社

19年産調査 84

20年産調査

20年9月 109

20年10月 146

20年11月 137

20年12月 112

21年1月 93
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販売先との取引方法は、数量と価格の事前契約が多い■

45.3米穀取扱業者が販売先とする契約内容についてみると 事前契約 数量と価格 が、「 （ ）」

％で最も多く、次いで 「スポット」が ％ 「事前契約（数量 」が ％となってい、 、 ）38.3 9.3

る 「事前契約（数量と価格 」はスーパーマーケット、生協、外食で多く、収穫後に集。 ）

中して取引が多い卸売業、集荷業者等では「スポット」が多くなっている。

■ 販売先との取引における契約時期は、収穫後が多い

73.8 14.5主な契約時期についてみると 収穫後 が ％で最も多く 以下 収穫前 が、「 」 、 、「 」

％ 播種育苗前 が ％ その他 が ％となっている 生協 炊飯事業者では 収、「 」 、「 」 。 、 「1.9 12.1

穫前」が比較的多くなっている。

■ 価格交渉時の主な参考指標は、市中相場が多い

価格交渉時の主な参考指標についてみると 「市中相場」が ％で最も多く、次いで、 68.3

「 の米概算金」が ％ 「生産コスト」が ％ 「コメ価格センター」が ％JA 25.2 14.7 13.3、 、

となっている。生産者との比較では 「市中相場」が多くなっている。、

■ 米穀卸売業者販売価格は、総じて低価格

総じて、米穀取扱業者販売価格は、農水省調べ卸売価格と比べて低くなっている。慣行

栽培米は、卸売向けが農水省調べ対比で ％、外食向けが同 ～ ％台と低くなって80 80 90

いる。これは事例調査の対象が米の主要産地の米取扱業者であり、地域内流通の取引が多

いことが一因と考えられる。
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（１） 米穀取扱業者の集荷販売における取引方法－アンケート結果－

米穀取扱業者の契約形態についてみるとにする。なお、ここで言う契約とは口頭によるも

のを含むものとする。

① 販売先との取引における主な契約内容

45.3米穀取扱業者が販売先とする契約内容についてみると 「事前契約（数量と価格 」が、 ）

38.3 9.3 10.7％で最も多く 次いで スポット が ％ 事前契約 数量 が ％ その他 が、 、「 」 、「 （ ）」 、「 」

％となっている。なお 「その他」は価格のみ契約等となっている。、

「事前契約（数量と価格 」はスーパーマーケット、生協、外食で多く、収穫後に集中し）

て取引が多い卸売業、集荷業者等では「スポット」が多くなっている。

表1-13　主な契約内容

回答数
事前契約
（数量）

事前契約
(数量と価格)

スポット その他

件 ％ ％ ％ ％

計 214 9.3 45.3 38.3 10.7

集荷業者 17 17.6 35.3 41.2 5.9

米穀卸売業者 74 8.1 41.9 51.4 4.1

米専門小売店 42 4.8 40.5 50.0 9.5

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 24 8.3 50.0 29.2 20.8

生協 6 33.3 50.0 0.0 16.7

外食・給食・中食 34 2.9 64.7 17.6 14.7

炊飯事業者 7 42.9 28.6 14.3 14.3

直売所 7 0.0 42.9 28.6 28.6

その他 3 33.3 33.3 0.0 33.3

図1-11　販売先との主な契約内容 　　　　　単位：％

45.3

38.3

9.3

10.7

事前契約（数量と価格）

スポット

事前契約（数量）

その他
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② 販売先との取引における契約時期

73.8 14.5主な契約時期についてみると 「収穫後」が ％で最も多く、以下 「収穫前」が、 、

％ 「播種育苗前」が ％ 「その他」が ％となっている 「その他」は契約自体特に、 、 。1.9 12.1

ない等となっている。

生協、炊飯事業者では「収穫前」が比較的多くなっている。

③ 販売先との主な契約期間

43.4 39.2主な契約期間についてみると 年産で固定 が ％で最も多く 次いで 月別 が、「 」 、 「 」

％ 「その他」が ％となっている。なお 「その他」はその都度等となっている。生産、 、20.8

者との比較では、米穀取扱業者のほうが「月別」や「その他」が多くなっている。

契約期間は販売先によって異なる。卸売業では月別が多い。小売では専門小売店、スーパ

ーマーケットでは「月別」が多いが、生協では「年産で固定」が多くなっている。

図1-12　販売先との主な契約時期 　　　　　単位：％

12.1

1.9

14.5

73.8収穫後

収穫前

播種育苗前

その他

表1-14　主な契約時期

回答数 播種育苗前 収穫前 収穫後 その他

件 ％ ％ ％ ％

計 214 1.9 14.5 73.8 12.1

集荷業者 17 0.0 5.9 76.5 17.6

米穀卸売業者 72 4.2 16.7 75.0 6.9

米専門小売店 42 2.4 14.3 78.6 9.5

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 24 0.0 8.3 70.8 20.8

生協 7 0.0 28.6 57.1 14.3

外食・給食・中食 35 0.0 11.4 80.0 11.4

炊飯事業者 7 0.0 28.6 42.9 28.6

直売所 7 0.0 14.3 71.4 14.3

その他 3 0.0 33.3 33.3 33.3
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④ 価格交渉時の主な参考指標

価格交渉時の主な参考指標についてみると 市中相場 が ％で最も多く 次いで Ｊ、「 」 、 「68.3

Ａの米概算金」が ％ 「生産コスト」が ％ 「コメ価格センター」が ％ 「そ25.2 14.7 13.3、 、 、

の他」が ％となっている。なお 「その他」は全農相対価格や食味により判断などがあ3.2 、

げられている。生産者との比較では 「市中相場」が多くなっている。、

図1-13　販売先との主な契約期間
　　　　　単位：％

43.4

39.2

20.8

年産で固定

月別

その他

表1-15　主な契約期間

回答数 年産で固定 月別 その他

件 ％ ％ ％

計 212 43.4 39.2 20.8

集荷業者 17 29.4 35.3 35.3

米穀卸売業者 72 40.3 43.1 18.1

米専門小売店 42 26.2 57.1 21.4

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 24 33.3 50.0 20.8

生協 6 83.3 16.7 16.7

外食・給食・中食 35 65.7 22.9 17.1

炊飯事業者 6 83.3 0.0 16.7

直売所 7 57.1 14.3 28.6

その他 3 66.7 0.0 33.3
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⑤ 販売先との価格見直しの頻度

価格見直しの頻度についてみると 「月別」が ％で最も多く、次いで 「年間固定」、 、46.0

が ％ 「その他」が ％となっている 「その他」は市中相場の状況による等となっ36.7 20.5、 。

ている。生産者では「年間固定」が最も多いが、米穀取扱業者では取り扱いが収穫後の短期

間に集中してしまうために「月別」が最も多くなっている。

図1-14　価格交渉時の主な参考指標
　　　　　単位：％

3.2

13.3

14.7

25.2

68.3市中相場

ＪＡの米概算金

生産コスト

コメ価格センター

その他

表1-16　価格交渉時の主な参考指標

回答数 コメ価格 ＪＡの米 市中相場 生産コスト その他

センター 概算金

件 ％ ％ ％ ％ ％

計 218 13.3 25.2 68.3 14.7 3.2

集荷業者 17 5.9 47.1 52.9 5.9 0.0

米穀卸売業者 75 6.7 22.7 77.3 6.7 2.7

米専門小売店 43 11.6 18.6 81.4 14.0 2.3

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 24 20.8 33.3 50.0 25.0 4.2

生協 7 14.3 14.3 57.1 14.3 0.0

外食・給食・中食 35 22.9 22.9 71.4 22.9 5.7

炊飯事業者 7 28.6 42.9 28.6 14.3 0.0

直売所 7 14.3 14.3 28.6 28.6 14.3

その他 3 33.3 33.3 66.7 66.7 0.0
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図1-15　販売先との価格見直しの頻度 　　　　　単位：％

46.0

36.7

20.5

月別

年間固定

その他

表1-17　価格見直しの頻度

回答数 年間固定 月別 その他

件 ％ ％ ％

計 215 36.7 46.0 20.5

集荷業者 17 17.6 41.2 41.2

米穀卸売業者 73 24.7 57.5 20.5

米専門小売店 42 28.6 52.4 21.4

ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ 24 20.8 70.8 16.7

生協 7 71.4 28.6 0.0

外食・給食・中食 35 65.7 22.9 17.1

炊飯事業者 7 71.4 0.0 28.6

直売所 7 71.4 14.3 14.3

その他 3 100.0 0.0 0.0

第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向
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（２）米穀取扱業者の直接販売価格の事例

ここでいう米穀取扱業者とは生産者から直接米を仕入れ、農協や全集連等のいわゆる系統

出荷以外に販売する集荷業者や卸売業者である。なお、調査対象は取扱いが多い 産地品種8

銘柄（ 年産）の販売価格を参考に掲載した。20

総じて、米穀取扱業者販売価格は、農水省調べ卸売価格と比べて低くなっている。これは

米穀取扱業者が米の主要産地の業者であり、地域内流通の取引が多いことも一因と考えられ

る。

（単位：円／精米10㎏、消費税込み）

　　　産地品種銘柄 卸売価格
農林水産省

調べの
卸売価格

販売先業種 備考

（20年１0月） （20年１0月）

① ② ①/②(%)
卸売向け

青森つがるロマン 2,788 3,339 83.5 卸売向け －

秋田あきたこまち 2,883 3,617 79.7 卸売向け －

小売向け

北海道きらら397 2,750 3,238 84.9 スーパーマーケット －

青森つがるロマン 2,940 3,339 88.1 スーパーマーケット －

青森つがるロマン 2,940 3,339 88.1 生協 －

青森つがるロマン 2,780 3,339 83.3 米穀専門店 －

宮城ひとめぼれ 3,250 3,612 90.0 スーパーマーケット －

秋田あきたこまち 2,661 3,617 73.6 米穀専門店 －

秋田あきたこまち 3,132 3,617 86.6 スーパーマーケット 減農薬栽培

山形はえぬき 2,520 3,487 72.3 米穀専門店 －

山形はえぬき 3,242 3,487 93.0 スーパーマーケット －

栃木コシヒカリ 3,610 3,601 100.2 スーパーマーケット －

新潟コシヒカリ（一般） 3,667 4,165 88.0 スーパーマーケット －

新潟コシヒカリ（一般） 3,633 4,165 87.2 スーパーマーケット －

新潟コシヒカリ（一般） 3,960 4,165 95.1 米穀専門店 －

富山コシヒカリ 4,500 3,728 120.7 米穀専門店 減農薬栽培

富山コシヒカリ 3,200 3,728 85.8 スーパーマーケット －

富山コシヒカリ 3,195 3,728 85.7 スーパーマーケット －

富山コシヒカリ 3,550 3,728 95.2 スーパーマーケット －

富山コシヒカリ 3,413 3,728 91.5 スーパーマーケット －

外食等向け

宮城ひとめぼれ 3,000 3,612 83.1 外食等 －

山形はえぬき 3,133 3,487 89.9 外食等 －

栃木コシヒカリ 3,450 3,601 95.8 外食等 －

栃木コシヒカリ 3,150 3,601 87.5 外食等 －

新潟コシヒカリ（一般） 4,800 4,165 115.2 外食等 －

新潟コシヒカリ（一般） 3,667 4,165 88.0 外食等 －

富山コシヒカリ 4,700 3,728 126.1 外食等 減農薬栽培

富山コシヒカリ 3,500 3,728 93.9 外食等 －

表1-18　米穀取扱業者の直接販売価格の事例（平成20年産卸売価格）
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（単位：円／精米10㎏、消費税込み）

　　　産地品種銘柄 小売価格
農林水産省

調べの
小売価格

販売先業種 備考

（20年１0月） （20年１0月）

① ② ①/②(%)
青森つがるロマン 4,800 3,590 133.7 消費者直販 特別栽培米

青森つがるロマン 3,300 3,590 91.9 消費者直販 －

宮城ひとめぼれ 3,333 4,235 78.7 消費者直販 －

新潟コシヒカリ（一般） 5,000 5,069 98.6 消費者直販 －

新潟コシヒカリ（一般） 5,400 5,069 106.5 消費者直販 －

表1-19　米穀取扱業者の直接販売価格の事例（平成20年産小売価格）

表1-20　慣行栽培米の直接販売価格（最低価格、最高価格）　　　　　　　　　　　　　（単位：円／精米60kg、消費税込み）

20年9月 10月 11月 12月 21年1月

最低 16,080 16,680 16,680 17,280 13,965

最高 19,800 19,800 19,800 19,800 19,800

最低 18,000 18,000 - - -

最高 20,700 20,000 - - -

最低 - 15,120 15,120 17,700 15,120

最高 - 19,450 18,120 19,980 19,980

最低 20,349 21,798 17,850 21,798 17,848

最高 30,000 32,400 32,400 32,400 32,400

最低 19,170 19,170 19,170 20,475 20,475

最高 28,200 28,200 28,200 28,200 28,200
富山コシヒカリ

青森つがるロマン

宮城ひとめぼれ

山形はえぬき

新潟コシヒカリ（一般）
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（参考）

（単位：円／玄米60㎏、消費税込み）

　　　産地品種銘柄 卸売価格 （参考）コメ価格センター 販売先業種 備考
（20年１0月） （21年１月23日）

① ② ①/②(%)
卸売向け

北海道きらら397 13,000 15,435 84.2 卸売向け

北海道きらら397 12,700 15,435 82.3 卸売向け

北海道きらら397 11,000 15,435 71.3 卸売向け

北海道きらら397 12,500 15,435 81.0 卸売向け

北海道きらら397 13,100 15,435 84.9 卸売向け

北海道きらら397 14,175 15,435 91.8 卸売向け

北海道きらら397 11,500 15,435 74.5 卸売向け

北海道きらら397 14,280 15,435 92.5 卸売向け

北海道きらら397 13,545 15,435 87.8 卸売向け

北海道きらら397 13,230 15,435 85.7 卸売向け

青森つがるロマン 13,020 15,092 86.3 卸売向け

青森つがるロマン 12,400 15,092 82.2 卸売向け

青森つがるロマン 13,650 15,092 90.4 卸売向け

青森つがるロマン 12,955 15,092 85.8 卸売向け

青森つがるロマン 13,755 15,092 91.1 卸売向け

青森つがるロマン 14,175 15,092 93.9 卸売向け

青森つがるロマン 13,600 15,092 90.1 卸売向け

青森つがるロマン 14,490 15,092 96.0 卸売向け

青森つがるロマン 13,400 15,092 88.8 卸売向け

宮城ひとめぼれ 14,700 15,774 93.2 卸売向け

宮城ひとめぼれ 14,700 15,774 93.2 卸売向け

宮城ひとめぼれ 13,000 15,774 82.4 卸売向け

宮城ひとめぼれ 15,400 15,774 97.6 卸売向け 特別栽培米

宮城ひとめぼれ 15,000 15,774 95.1 卸売向け

宮城ひとめぼれ 14,910 15,774 94.5 卸売向け

宮城ひとめぼれ 13,500 15,774 85.6 卸売向け

宮城ひとめぼれ 14,700 15,774 93.2 卸売向け

宮城ひとめぼれ 14,700 15,774 93.2 卸売向け

秋田あきたこまち 12,800 15,722 81.4 卸売向け

秋田あきたこまち 14,424 15,722 91.7 卸売向け

秋田あきたこまち 15,045 15,722 95.7 卸売向け

秋田あきたこまち 14,200 15,722 90.3 卸売向け

秋田あきたこまち 14,576 15,722 92.7 卸売向け 特別栽培米

山形はえぬき 14,500 15,617 92.8 卸売向け

山形はえぬき 14,550 15,617 93.2 卸売向け

山形はえぬき 14,300 15,617 91.6 卸売向け

表1-21　米穀取扱業者の直接販売価格の事例（平成20年産卸売価格）

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっｂ
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続き

栃木コシヒカリ 14,437 15,932 90.6 卸売向け

栃木コシヒカリ 13,500 15,932 84.7 卸売向け

栃木コシヒカリ 14,490 15,932 90.9 卸売向け

新潟コシヒカリ（一般） 16,500 17,507 94.2 卸売向け

新潟コシヒカリ（一般） 16,800 17,507 96.0 卸売向け

新潟コシヒカリ（一般） 17,050 17,507 97.4 卸売向け

富山コシヒカリ 15,000 16,455 91.2 卸売向け

富山コシヒカリ 17,150 16,455 104.2 卸売向け

富山コシヒカリ 15,500 16,455 94.2 卸売向け

小売向け

北海道きらら397 12,500 15,435 81.0 米穀専門店

北海道きらら397 13,100 15,435 84.9 米穀専門店

宮城ひとめぼれ 15,750 15,774 99.8 米穀専門店

秋田あきたこまち 15,540 15,722 98.8 米穀専門店

山形はえぬき 13,500 15,617 86.4 米穀専門店

新潟コシヒカリ（一般） 17,500 17,507 100.0 米穀専門店

新潟コシヒカリ（一般） 16,500 17,507 94.2 米穀専門店

新潟コシヒカリ（一般） 17,700 17,507 101.1 米穀専門店

新潟コシヒカリ（一般） 19,800 17,507 113.1 米穀専門店

新潟コシヒカリ（一般） 21,000 17,507 120.0 生協 県認証特栽

新潟コシヒカリ（一般） 27,000 17,507 154.2 生協 有機JAS

富山コシヒカリ 17,220 16,455 104.6 米穀専門店

外食等向け

宮城ひとめぼれ 17,800 15,774 112.8 外食等

第１章 生産者及び米穀取扱業者の直接販売価格等の動向
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（３）米穀取扱業者の米販売の取り組み

ここでいう米穀取扱業者とは生産者から直接、米を仕入れ、 系や全集連系を経由しなJA

いで集荷販売を行う集荷業者や卸売業者が対象である。

① 米穀取扱業者の業種及び経営形態

米の集荷や卸売を営む業者は、農業法人、米取扱専業の米穀卸売業、米販売店、精米業の

ほかに、肥料・農薬販売店、農業資材店、燃料店、農産物卸売業など経営多角として取り扱

う業種もみられる。特に一次集荷業務は、米の収穫時期の短期間に限定されることもあり、

従来から、多様な業種業態の参入があるものとみられる。

近年は、比較的大規模な生産者が農業法人を設立して、流通に参入し、実需者や消費者に

直接販売するケースもめずらしいことではない。

② 販売ルート（販売先業種）

米穀取扱業者の販売先は、米穀卸売業者や実需者である外食・給食・中食など業務用需要

者、専門小売店、スーパーマーケット、その他の小売業者、消費者など多様となっている。

一次集荷業者は、生産者から玄米を定められた産地品種銘柄、数量、価格で購買し、特定

の米穀卸売業者へ出荷販売を行っている。

米穀卸売業者は、生産者から玄米を仕入れて、業務用実需者、小売業者、消費者など多様

な顧客に玄米や精米を販売している。米穀卸売業者は、生産者と実需者を結ぶ中間事業者と

、 、 、 、して機能しており 近年はこれら 社が連携強化し 産地品種銘柄の生産者情報 栽培方法3

衛生管理など製品差別化によるブランド米の取り組みもみられる。

③ 数量や売価設定等の取引方法

一次集荷業者における米の仕入及び米穀卸売業者への販売は、従来からの現物渡し・現金

取引が多く、これは代金回収のリスク低減のための取引慣行でもある。近年は生産者、集荷

業者、卸売業者の間で長期的な取引があり、取引ロットも大きくなるにつれて、 週間前後1

の支払サイトを設定している場合もみられる。

米穀卸売業者の実需者への販売における取引方法は、他の農産物と同様に数量・価格、納

品条件、支払条件、品質衛生管理基準等の要件について交渉し、取引が行われている。

売価設定については、販売先や製品差別化の度合いにより、異なっている。製品差別化の

度合いが高い米はより高い売価設定で取引されている。慣行栽培米の販売価格は、 全農JA

建値（ 概算金及び相対取引価格指標 、市中相場等を参考に交渉が行われている。JA ）


